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A Study of the Nanjo Family of “Tokusou Hikan” 
―An Attempt on the Restoration of a Genealogy from the Point of View of History― 
 
文学研究科人文学専攻博士後期課程在学 





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 建久6(1195).3.1 南条次郎 頼朝の東大寺供養に後陣の随兵の一人として供奉。 『吾妻鏡』同日条
2 元久1(1204).10.14 南条平次（次郎） 実朝の室となる坊門信清の息女を迎えるため上洛。 『吾妻鏡』同日条
3 元久1(1204).12.10 〔南条平次〕 実朝の室鎌倉に下着。 『吾妻鏡』同日条
4 建保1(1213).1.2　 南条七郎 義時の垸飯献上の際五の御馬を曽我小太郎とともに引く。 『吾妻鏡』同日条
『善隣国宝記』巻上
（『史籍集覧』21冊所収）P23







8 承久3(1221).6.19 〔南条七郎〕 時氏、14日に相従った者6人を酒席に呼ぶ。 『吾妻鏡』同日条
9 元仁1(1224).6.28 南条七郎 鎌倉の泰時の館を警護。 『吾妻鏡』同日条
10 嘉禄2(1226).10.12 南条七郎 評定所の役人として訴人が評定所に近接することを取り締まるよう指示を受ける。 『吾妻鏡』同日条
11 寛喜1(1229).1.15 南条七郎二郎 御弓始で渋谷六郎とともに四番の射手をつとめる。 『吾妻鏡』同日条
12 寛喜1(1229).9.9 南条七郎次郎 泰時の命により、京都の右近将監多好方のもとに和琴の秘曲を授けてもらうため派遣される。 『吾妻鏡』同日条
13 寛喜1(1229).12.17 南条七郎次郎 母が病気のため京都より帰参。代わりに美濃澤右近二郎が和琴の秘曲を授けられることに。 『吾妻鏡』同日条
貞永2年同日付「北条泰時書状」
※4月天福に改元（『鎌倉遺文』4496号）
15 嘉禎2(1236).1.2 南条七郎左衛門尉、南条兵衛尉 泰時の垸飯献上の際四の御馬を引く。 『吾妻鏡』同日条
16 嘉禎2(1236).1.3 南条七郎左衛門尉、南条太郎兵衛尉 北条朝時の垸飯献上の際三の御馬を引く。 『吾妻鏡』同日条
17 嘉禎2(1236).8.4 南条七郎左衛門尉 将軍頼経が若宮大路の新造御所に移徙する際に供奉。 『吾妻鏡』同日条
18 嘉禎2(1236).12.19 南条左衛門尉 泰時が新築した邸宅の周りに屋敷を構える。 『吾妻鏡』同日条






21 暦仁1(1238).1.2 南条七郎左衛門尉 泰時の垸飯献上の際五の御馬を北条時頼とともに引く。 『吾妻鏡』同日条
22 延応1(1239).1.3 南条八郎兵衛尉忠時、南条平四郎 北条朝時の垸飯献上の際二の御馬を引く。 『吾妻鏡』同日条
23 延応1(1239).1.5 南条八郎兵衛尉 御弓始で三番の射手をつとめる。 『吾妻鏡』同日条
24 仁治1(1240).1.2 南条八郎兵衛尉忠時 泰時の垸飯献上の際五の御馬を陸奥七郎とともに引く。 『吾妻鏡』同日条
25 建長1(1249).8.14 南条七郎左衛門入道 山門の尊覚親王のもとに幕府の使者として遣わされる。 「使者申詞書」大日本史料5-31




28 康元1(1256).1.9 南条兵衛六郎 由比ヶ浜において的始の射手に選ばれ、七番を勤める。 『吾妻鏡』同日条
29 正嘉1(1257).1.1 南条新左衛門尉 年始の儀式に北条時輔とともに三の御馬を引く。 『吾妻鏡』同日条
30 正嘉1(1257).2.26 南条新左衛門尉頼員 北条時宗の元服の儀式に時輔とともに三の御馬を引く。 『吾妻鏡』同日条
31 正嘉2(1258).1.1 南条新左衛門尉 年始の儀式に遠江七郎時基とともに二の馬の御馬を引く。 『吾妻鏡』同日条
32 文応1(1260).1.1 南条新左衛門尉 年始の儀式に時輔とともに三の御馬を引く。 『吾妻鏡』同日条













































1 正応5(1292).9.13 南条二郎左衛門尉 長崎左衛門尉とともに北条貞時の使者として親玄僧正のもとへ祈祷の依頼に遣わされる。 『親玄僧正日記』同日条
2 正応5(1292).9.20 南条二郎左衛門尉 祈祷を終えた親玄僧正のもとに長崎左衛門尉とともに訪問。 『親玄僧正日記』同日条
3 正応6(1293).5.19 南条二郎左衛門尉 幕府の使者として親玄僧正を訪問。 『親玄僧正日記』同日条






























16 元応2(1320).1.10 南条景宗 弓始の射手を勤める。 内閣文庫蔵『御的日記』同日条







21 正中1(1324).5.10 南条次郎左衛門宗直 正中の変において長崎四郎左衛門とともに東使として上洛、日野資朝・俊基両人を捕らえる。 『太平記』53頁
22 正中2(1325).12.22 南条左衛門入道 78歳で死去。 『常楽記』（『群書類従』29輯-P211）
延慶2.2.23「南条時光譲状」奥書
(『静岡県史』資料編5-1662)
24 正中3(1326).7.27 南条左衛門尉高直 六波羅の使者から日野俊基を受け取り、諏訪左衛門尉に預ける。 『太平記』70頁
年次未詳「金沢貞顕書状」
（『鎌倉遺文』29433号）
26 元徳2(1330).1.14 南条高直 弓始の射手を勤める。 内閣文庫蔵『御的日記』同日条
元弘1(1331) 「金沢貞顕書状」
？ （『鎌倉遺文』32185号）












































































- 446 - 
注  
1 鎌倉時代後期の成立とされる『沙汰未練書』（佐藤進一・池内義資編『中世法制史料集』2所収。岩波書店、1957
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